
41

西二葉町遺跡発掘通信 No. 7西二葉町遺跡発掘通信 No.7

令
和
６
年
12
月
号

　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
・
発
行　

 　
　
公
益
財
団
法
人 

愛
知
県
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〒
４
９
８
–
０
０
１
７  

愛
知
県
弥
富
市
前
ヶ
須
町
野
方
８
０
２
の
２
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話　

(

０
５
６
７)

６
７
–
４
１
６
１【
管
理
課
】４
１
６
３【
調
査
課
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.m

aibun.com

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Facebook　

https://w
w

w
.facebook.com

/m
aibunaichi

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Instagram

　

https://w
w

w
.instagram

.com
/aichim

aibun/

　
　
　
　
　
　
　
　
　

X　
https://tw

itter.com
/aich

　
　
　
　
　
　
　
　

 

印
刷
・
協
力　
　
　

安
西
工
業
株
式
会
社 No. ７

令和６年
12 月号

No. ７

　

  

今
年
度
発
掘
調
査
終
了
の
ご
挨
拶

　
令
和
六
年
度
に
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
現
地
で
の
本
調
査
は
、
十
一
月
十
四
日

を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
期
間
中
、
明
和
高
等
学
校
関
係
の
皆
さ
ま
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
た
場
面
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
重
ね
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
関
係
の
皆
さ
ま
か
ら
の
変
わ
ら
ぬ
温
か
い
ご
配
慮
を
頂

け
た
こ
と
で
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
と
し
て
は
と
て
も
大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
第
一
の
成
果
は
、
江
戸
時
代
の
成な
る
せ瀬
隼は
や
と
の
し
ょ
う

人
正
中な
か
や
し
き

屋
敷
関
連
の

遺
構
群
が
と
て
も
良
好
に
残
っ
て
お
り
ま
し
て
、
屋
敷
地
の
構
造
を
理
解
す
る
た

め
の
と
て
も
重
要
な
記
録
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、

近
代
の
愛
知
県
第
一
中
学
校
校
舎
跡
を
は
じ
め
、
当
地
の
中
等
・
高
等
教
育
の
始

ま
り
を
窺
う
資
料
も
良
好
に
確
認
さ
れ
た
こ
と
も
大
き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
遺
跡
調
査
は
来
年
度
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
安
全
第
一
を
肝
に
銘

じ
て
、
実
施
し
て
い
く
所
存
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
　
セ
ン
タ
ー
長
　
伊
藤
尚
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
査
課
長
　
　
樋
上
　
昇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
任
専
門
員
　
堀
木
真
美
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
査
研
究
専
門
員
　
川
添
和
暁

　
発
掘
調
査
し
た
後
は
ど
う
な
る
の
？

　

現
地
で
は
、
各
調
査
区
で
の
考
古
学
お
よ
び
埋
蔵
文
化
財
情
報
の
記
録
が
終
了
す
る
と
、
工

事
発
注
者
（
こ
の
事
業
で
は
県
教
育
委
員
会
）
に
、
調
査
区
の
お
引
き
渡
し
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
現
地
で
は
順
次
校
舎
建
て
替
え
工
事
へ
と
移
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
は
、
外
で
の
発
掘
調
査
が
終
了
す
れ
ば
、
す
べ
て
終
わ
り
と
い
う

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
終
的
に
は
発
掘
調
査
報
告
書
の
刊
行
ま
で
継
続
し
て
実
施
す
る
の
で

す
が
、
そ
れ
に
は
室
内
整
理
調
査
を
経
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。「
西
二
葉
町
遺
跡
発
掘
通
信

No.
１
」
で
も
触
れ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、そ
の
後
に
つ
い
て
、や
や
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

室
内
整
理
調
査
に
は
、
大
き
く
三
つ
の
内
容
が
あ
り
ま
す
。

　

一
、
発
掘
調
査
で
の
記
録
類
の
整
理　
　

記
録
類
に
は
、
現
地
で
の
実
測
図
面
・
写
真
・
文

字
記
録
が
あ
り
ま
す
。
複
数
年
、
あ
る
い
は
複
数
調
査
区
に
わ
た
っ
て
実
施
し
て
い
る
遺
跡
調

査
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
を
報
告
者
の
方
針
の
も
と
調
査
全
体
の
中
で
再
構
成
し
、
報
告
書
に
掲

載
す
る
形
に
編
集
す
る
作
業
を
し
ま
す
。

　

二
、
出
土
遺
物
の
整
理
　
　
出
土
遺
物
は
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
も
の
が
、
バ
ラ
バ
ラ
の
状

態
で
、
か
つ
一
括
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
で
す
。
そ
れ
を
素
材
や
各
種
別
に

従
っ
て
整
理
し
て
全
体
の
傾
向
を
把
握
し【
分
類
】、そ
の
上
で
破
片
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
り【
接

合
】、も
の
に
よ
っ
て
は
全
体
の
形
状
が
分
か
る
よ
う
に
し
た
り
【
復
元
】
し
ま
す
。
そ
の
上
で
、

資
料
が
ど
の
よ
う
な
形
・
大
き
さ
（
あ
る
い
は
ど
の
部
分
の
破
片
）
で
、
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
、

使
用
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
、
報
告
者
が
観
察
・
評
価
し
た
図
面
【
遺
物
実
測
図
】
を
作
成
し

ま
す
。
ま
た
、
写
真
も
合
わ
せ
て
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
質
感
や
立
体
感
な
ど
、
肉
眼
の

見
た
目
に
近
い
形
状
の
記
録
も
示
し
ま
す【
遺
物
写
真
】。
特
に
、分
類
・
接
合
・
復
元
の
成
果
は
、

発
掘
調
査
の
記
録
類
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
遺
跡
の
成
り
立
ち
【
形
成
過
程
】

を
復
元
す
る
た
め
の
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
り
ま
す
。

　
三
、
分
析
試
料
の
理
科
学
的
分
析
な
ど
　
　
近
年
さ
ま
ま
ざ
ま
な
理
化
学
的
分
析
に
よ
り
、

遺
物
素
材
の
由
来
や
内
容
、
さ
ら
に
は
製
作
・
使
用
年
代
な
ど
、
こ
れ
ま
で
知
り
得
な
か
っ
た

情
報
が
数
多
く
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
機
器
分
析
で
あ
る
こ
と
も
多
く
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
遺
跡
横
断
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
こ
の
分
析
自
体
、
と
て
も
魅
力

的
な
も
の
な
の
で
す
が
、
分
析
に
際
し
て
は
、
上
記
の
一
と
二
が
着
実
に
実
施
・
遂
行
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
大
前
提
と
な
り
ま
す
。

　　
調
査
成
果
速
報
の
公
開
・
展
示

調
査
成
果
速
報
の
公
開
・
展
示

　　

調
査
成
果
の
内
容
が
最
終
的
に
ま
と
め
ら
れ
公
開
と
な
る
の
に
は
、
四
頁
目
に
掲
載
し

調
査
成
果
の
内
容
が
最
終
的
に
ま
と
め
ら
れ
公
開
と
な
る
の
に
は
、
四
頁
目
に
掲
載
し

た
よ
う
な
室
内
整
理
調
査
を
経
て
出
さ
れ
る
、
発
掘
調
査
報
告
書
の
刊
行
を
待
つ
こ
と
に

た
よ
う
な
室
内
整
理
調
査
を
経
て
出
さ
れ
る
、
発
掘
調
査
報
告
書
の
刊
行
を
待
つ
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
西
二
葉
町
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
関
し
て
は
、
最
速
報
の
形
で
、
こ
の
「
西

な
り
ま
す
。
こ
の
西
二
葉
町
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
関
し
て
は
、
最
速
報
の
形
で
、
こ
の
「
西

二
葉
町
遺
跡
発
掘
通
信
」
で
随
時
お
知
ら
せ
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
度
末
（
令

二
葉
町
遺
跡
発
掘
通
信
」
で
随
時
お
知
ら
せ
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
度
末
（
令

和
七
年
三
月
に
は
、
当
セ
ン
タ
ー
刊
行
の
『
年
報
』
で
、
発
掘
調
査
時
点
で
の
成
果
を
概

和
七
年
三
月
に
は
、
当
セ
ン
タ
ー
刊
行
の
『
年
報
』
で
、
発
掘
調
査
時
点
で
の
成
果
を
概

要
報
告
い
た
し
ま
す
。
こ
の
『
年
報
』
も
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ

要
報
告
い
た
し
ま
す
。
こ
の
『
年
報
』
も
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
合
わ
せ
て
ご
確
認
下
さ
い
。

ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
合
わ
せ
て
ご
確
認
下
さ
い
。

　
ま
た
、
例
年
、
年
度
初
頭
で
あ
る
四
月
初
め
に
、
弥
富
市
の
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
調
査

　
ま
た
、
例
年
、
年
度
初
頭
で
あ
る
四
月
初
め
に
、
弥
富
市
の
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
調
査

セ
ン
タ
ー
内
で
は
、「
春
の
埋
蔵
文
化
財
展
」
と
題
し
て
、
前
年
度
の
調
査
成
果
を
展
示
す

セ
ン
タ
ー
内
で
は
、「
春
の
埋
蔵
文
化
財
展
」
と
題
し
て
、
前
年
度
の
調
査
成
果
を
展
示
す

る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
現
在
の

る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
現
在
の

と
こ
ろ
開
催
内
容
の
詳
細
は
未
定
で
す

と
こ
ろ
開
催
内
容
の
詳
細
は
未
定
で
す

が
、
次
回
開
催
の
「
春
の
埋
蔵
文
化
財

が
、
次
回
開
催
の
「
春
の
埋
蔵
文
化
財

展
」
に
は
、
令
和
六
年
度
に
調
査
し
ま

展
」
に
は
、
令
和
六
年
度
に
調
査
し
ま

し
た
西
二
葉
町
遺
跡
の
成
果
も
展
示
予

し
た
西
二
葉
町
遺
跡
の
成
果
も
展
示
予

定
で
す
。
開
催
の
詳
細
は
、
令
和
七
年

定
で
す
。
開
催
の
詳
細
は
、
令
和
七
年

三
月
頃
に
当
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
お
知
ら

三
月
頃
に
当
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
お
知
ら

せ
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

せ
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
名
古
屋
か
ら
は
少
し
遠
方
と
は
な
り

　
名
古
屋
か
ら
は
少
し
遠
方
と
は
な
り

ま
す
が
、
当
セ
ン
タ
ー
の
南
側
の
河
川

ま
す
が
、
当
セ
ン
タ
ー
の
南
側
の
河
川

敷
は
桜
の
名
所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

敷
は
桜
の
名
所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

も
し
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
桜
の
咲

も
し
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
桜
の
咲

く
時
期
に
、
当
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し

く
時
期
に
、
当
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し

頂
け
る
と
、
幸
い
で
す
。

頂
け
る
と
、
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（（
川川か
わ
ぞ
え

か
わ
ぞ
え添添
和和か
ず
あ
き

か
ず
あ
き暁暁
））

　
こ
れ
ら
を
統
合
し
て
、
遺
跡
自
体
を
最
終
的
に
総
合
分
析
し
、
発
掘
調
査
報
告
書
と
し
て
ま

と
め
上
げ
ま
す
。
調
査
の
報
告
【
事
実
報
告
】
に
加
え
て
、各
種
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ

た
内
容
【
歴
史
的
評
価
】
を
加
え
、総
合
的
な
調
査
成
果
の
公
表
を
し
ま
す
。
そ
の
内
容
に
よ
っ

て
は
、
今
後
の
発
掘
調
査
お
よ
び
室
内
整
理
調
査
方
法
へ
の
新
た
な
提
言
を
行
う
と
い
う
、
い

わ
ば
調
査
現
場
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
に
も
な
る
の
で
す
。（
川
添
和
暁
）

＊公共交通機関のご利用＊
 ①近鉄名古屋線

『近鉄弥富』駅下車 徒歩 15 分
 ② JR 関西本線

『弥富』駅下車 徒歩 15 分
 ③名鉄尾西線
 『弥富』駅下車 徒歩 15 分
＊自家用車等のご利用＊
 東名阪自動車道『弥富 IC』より、
 国道 155 号、
 国道 1 号を経て約 10 分
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線 JR関
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線 近鉄

名古屋
線

国  道

ROUTE
1

弥富市役所

海南病院

弥富市総合
社会教育センター

愛知県埋蔵文化財調査センター 愛知県埋蔵文化財センター

上：洗浄された出土遺物、下：乾燥後コンテナ内に
収納された状態【いずれも西二葉町遺跡出土遺物】
　※遺物の洗浄は、発掘調査時に並行して実施する
ことを基本としています。以降、本格的に分析を開
始するのは、室内整理調査時となります。
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表
土
直
下
で
戦
後
の
道
の
跡
が
あ
り
、
そ
の
下
で
は
、
愛
知

一
中
時
代
の
学
校
校
舎
建
物
基
礎
が
と
て
も
良
好
な
状
態
で

見
つ
か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
下
に
は
、
江
戸
時
代
終
わ
り
頃
の
整
地
層
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
明
治
初
期
の
中
屋
敷
解
体
時
の
廃
棄
層
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
令
和
六
年
度
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て

　

五
月
十
三
日
に
24
Ｄ
区
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
令
和
六
年
度
発
掘
調
査
は
、

十
一
月
十
四
日
に
24
Ｃ
区
を
終
え
て
、
す
べ
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
紙

面
で
は
、
そ
の
成
果
全
体
を
ご
く
簡
単
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。（
川
添
和
暁
）

24
Ｄ
区
　

五
箇
所
の
調
査
区
が
離
れ
て
設

定
さ
れ
、
い
ず
れ
の
調
査
区
で

も
江
戸
時
代
の
遺
構
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
最
も

北
端
の　
　
　

区
で
は
、
最
下
層
で
奈
良
〜
平
安

時
代
の
土
師
器
・
須
恵
器
が
良
好
な
状
態
で
見
つ

か
り
ま
し
た
。　
　

区
で
は
、
第
一
高
等
女
学
校

校
舎
基
礎
跡
の
下
に
、
江
戸
時
代
の
屋
敷
建
物
や

井
戸
や
カ
マ
ド
な
ど
、
成
瀬
隼
人
正
中
屋
敷
関
連

の
遺
構
群
が
良
好
な
状
態
で
見
つ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
整
地
層
の
下
か
ら
は
大
き
な
箱
掘
り
の
溝

が
見
つ
か
り
、
中
屋
敷
造
営
以
前
の
土
地
利
用
状

況
を
窺
う
遺
構
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。　

24
Ａ
区
　

最
も
広
い
調
査
区
で
、上
か
ら（
一
）現
代
の
客
土
直
下
、（
二
）江
戸
時
代
の
整
地
層
上
面
、

（
三
）
江
戸
時
代
の
整
地
層
下
面
の
、
三
段
階
に
分
け
て
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。（
一
）

の
段
階
で
は
、
名
古
屋
帝
国
大
学
学
生
食
堂
舎
の
基
礎
が
良
好
な
状
態
で
見
つ
か
り
ま
し
た
。（
二
）
の
段

階
で
は
、
愛
知
一
中
時
代
の
建
物
跡
の
ほ
か
、
江
戸
時
代
の
成
瀬
隼
人
正
中
屋
敷
関
連
遺
構
が
ま
と
ま
っ

て
調
査
さ
れ
ま
し
た
。（
三
）
の
段
階
で
も
、
さ
ら
に
古
い
段
階
の
中
屋
敷
関
連
の
遺
構
群
に
加
え
、
戦
国

時
代
〜
江
戸
時
代
初
頭
の
土
地
区
画
溝
、
さ
ら
に
は
鎌
倉
・
室
町
時
代
以
降
に
営
ま
れ
た
水
田
・
畑
地
な

ど
の
耕
作
地
跡
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
中
で
調
査
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
や
は
り
成
瀬
隼
人

正
中
屋
敷
関
連
の
遺
構
群
で
し
た
。
大
き
な
河
原
石
を
根
石
に
し

た
掘
立
柱
構
造
に
よ
る
屋
敷
建
物
跡
の
ほ
か
、
地ち

か下
室む
ろ

を
含
む
大

型
土
坑
、
井
戸
、
整
地
層
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

24
Ｂ
区
　

昭
和
四
十
年
代

以
降
の
学
校
関

係
の
工
事
の
た
め
、
愛
知
一
中
時

の
学
校
校
舎
基
礎
の
跡
が
部
分
的

に
残
っ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代

の
整
地
層
（
盛
土
）
の
下
に
は
、

戦
国
時
代
以
前
の
建
物
跡
の
ほ
か
、

時
期
は
不

詳
で
す
が

耕
作
地（
畑

地
）
も
見

つ
か
り
ま

し
た
。　 24

Ｃ
区
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溝

柱穴

屋敷建物跡
井戸【近世】

愛知一中
学校校舎基礎

整地層もしくは廃棄層【江戸末〜明治初頭】

明和高等学校
旧本館基礎跡

成瀬家屋敷建物関連柱列跡

24Ba区

24Bb区

24Bc区

杭 列

柱穴もしくは杭列

道

状

愛
知
県
第
一
中
学
校

生
徒
和
室

柱穴跡
土坑群

大型土坑【 地下室（ちかむろ）】　【江戸：24Bb 区 】

西二葉町遺跡 24 区調査区位置図　（赤塗りが今年度の本調査区位置）
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⑧ ⑨ ⑩

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
⑨

⑩

愛知県第一中学校 校舎基礎検出状況【明治】（北西より）　

調査区の土層堆積状況（北より）

成瀬家家紋【丸に片喰】軒丸瓦
【江戸：24D 区】

古代　土師器および須恵器出土状況
【奈良〜平安：24Aa 区】

カマド跡付近土層断面【江戸：24Ae 区】

井戸内から出土した狛犬【江戸：24Bb 区】 シカ骨が出土した大型土坑　【江戸：24Ba 区 】
江戸時代整地層（盛土）上の

遺構全体写真【24Bb 区】（上が北）

上：江戸時代整地層（盛土）下  調査遺構写真（上が北）
下：細部写真（南より）【24Cc 区】

灰釉陶器 椀底部
【平安：24Cc 区】

⑪

⑫

⑬

⑪

⑫

⑬

江戸時代整地層（盛土）下の遺構全体写真
【24Ae 区】（上が北）


